第５回河原地域振興会議会議録
日　時　　平成２７年１０月１５日（木）

場　所　　河原町総合支所　第６会議室　午後2時30分から午後3時48分
〔出席委員〕

竹田　賢一、小谷　加代子、楮原　典子、倉信　敬、坂本　悦子、渡邉　初子、奥谷　仁美、安養寺　幸男　以上８名

〔欠席委員〕

西尾　純、竹内　文彦、河毛　寛、安木　均　以上４名

〔事務局〕

窪田支所長、西尾副支所長、寸村水道局河原営業所長、長谷産業建設課長、谷口市民福祉課長、前田地域振興課課長補佐

会議次第

１　開　会
２　会長あいさつ

３　以前の地域振興会議資料についての委員からの質問
４　協議事項

　（１）基幹公民館の位置づけ検討について・・・【資料１】生涯学習・スポーツ課
５　報告事項

（１）地域振興会議会長会（8/5）の報告について
（２）国府町総合支所視察結果について・・・【資料２】
　（３）鳥取市創生総合戦略策定に係る地域振興会議委員からの意見・・・【資料３】
６　その他
　・第７回鳥取市ファシリティマネジメント公開講演会・・・【資料４】
　・次回地域振興会議　平成２７年１１月１２日（木）午後３時
７　閉　会　　　
議事概要
開　会（事務局）　　
会長あいさつ（略）

会　長

３と４を入れ替えて、基幹公民館の位置づけ検討について説明お願いします。
生涯学習・スポーツ課

基幹公民館の位置づけについて説明【資料１】
委　員

今まで通り変わりなしに使えると思うが、具体的な基準を設けないとトラブルの元になるのではないか。それと、公民館と分室の兼務はなくなるのか。

事務局
当面の間は、分室長として、公民館を管理していくことになります。

委　員

営利や政治団体が使っても、社会教育法に引かからんということですか。

事務局

営利団体・宗教団体・政治団体も可能になります。しかし、公の秩序を乱したり、善良な風俗を介する恐れがあると認められる時は、使用を許可しないことが出来ますので、会長さんが言われたように、内部の運用の段階で精査していかなければならないと思っています。
委　員

分室になった時に今まで基幹公民館が行なっていた生涯学習・生涯スポーツ、学校教育の３つの機能を分室がすると考えて良いですか。

事務局

今も学校教育や生涯教育・スポーツの窓口であるのは変わりません。基幹公民館をコミュニティセンターにしても、今の業務は、そのまま引き継ぎます。

委　員

窓口というのは、施設管理だけではなく、生涯学習、生涯スポーツなどについても分室で担って行くということで良いですか。
事務局

その通りです。５地区にそれぞれ公民館があるので、町全体の生涯学習の場として、どう進めるか、皆さんと一緒に考えながら推進していくのが、分室の務めだと思っております。

委　員

正規の職員が少なくなっていく中で、コミュニティ施設となっても、職員の適正な確保はしていただけますか。

生涯学習・スポーツ課

その考え方で、今回、基幹公民館のあり方を検討しているところです。我々としては、職員は決して減らしてはいけない、むしろ増やしていかないと社会教育の衰退になり、家族の絆、コミュニティの絆が希薄になっている中、社会教育の事業をどう立て直していくのかが教育委員会としての大きな課題だと思っております。また、分室も当然、各地域の担い手、事業施策の中心になっていく考えはあります。中核市の見直しがかかっている中で生涯学習の部分は、重要な部類になるので、増やすのは難しくても、現状維持はしていきたいと考えています。
委　員

地区公民館の位置づけは、今度どうなりますか、今と変わらないのですか。
生涯学習・スポーツ課

公民館との関係は、何も変わりません。
委　員
　これまでの地区の公民館の生涯学習は、どこが指導するのですか。

事務局

地区の公民館の指導は、本庁では協働推進課になります。

委　員
　協働推進課は生涯学習の所管ではないですよ。

事務局

教育委員会から委任を受けています。

委　員

　ここの生涯学習課は、役割がはっきりしていない。生涯学習の指導を本庁がしたりとかは、ないのですか。

事務局

今は、指導するようなレベルではありません。地域の方が自ら考えたことを行政として支援し、協力していくスタンスなので、昔のように先生がいて、社会教育主事がいて指導をする時代ではないということをご承知おきいただきたいと思います。
委　員

　時代ではないから、必要ないということであれば、そういう役割の方は必要ないという見解になりますし、人が足りないからしないということとは、また違うと思う。

事務局

　人員とお金に余裕があれば置く方が良いとは思いますが、今の段階では不可能だと思います。
委　員
　建物の管理を協働推進課が指導するのは判るけど、地区公民館は地域の生涯学習、生涯スポーツを推進していくところなので、命令系統が協働推進課で、ソフト面を委任するようなことはおかしいと思います。説明の資料を見ても、基幹公民館と地区公民館が全く繋がっていなくて、変だと思っています。分室でも公民館でも良いですが、河原町の生涯学習、生涯スポーツをどう進めていくかを分室で決めて、地区公民館に流すところがないと、それぞれするとなると難しい部分があると思います。
事務局

　どこの地区も嘱託職員と館長含めて４名おられますので、地域の方と一緒になりプランニングし、考えて推進していただきたいと思います。

会　長
３の以前の地域振興会議資料についての委員からの質問についての回答をお願いします。
事務局
質問①　都市計画マスタープランで対象地域は河原町では、該当はどこの部落か。

回答　該当しない集落は、北村５区から奥と、新田、神馬が該当しません。それ以外は該当します。

質問②　地域活性化推進事業の予算に地域格差があり、河原は遠慮しているのではないか。

回答　　それぞれ地域性を出して予算を組んでおり、地域活性化推進事業の予算が少なかっただけで、あゆ祭りの補助金は他に比べて最高の補助金が出ています。また、地域別事業費の集計では、新市域では河原が一番多いです。

質問③　国土調査事業の河原地区の実施状況と今後の見通しを伺いたい。
回答　　河原の国土調査は平成１３年から始まって、現在、河原町釜口の一部を２７年から２８年にかけて国土調査をしているところです。本課に確認しましたが、河原町全体が終わるのは、結構な時間を要し、いつ終わるか判らないということです。

会　長
（会長より８月５日開催された地域振興会議会長会の報告）
会　長

　報告事項（２）についてお願いします。

事務局

国府町総合支所視察結果について説明【資料２】
会　長

　報告事項（３）についてお願いします。

事務局

　鳥取市創生総合戦略策定に係る地域振興会議委員からの意見について説明【資料３】
会　長
　その他について説明お願いします。

事務局

　・第７回鳥取市ファシリティマネジメント公開講演会の案内【資料４】
　・次回地域振興会議は、１１月１２日（木）午後３：００から開催予定です。
　
閉　会（会長）
では、第５回地域振興会議を閉会します。　　
－6－

